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マルチエージェントシステムの自動交渉技術とその応用の研究 

 

業  績 

人間が行う交渉や合意形成は、人間社会を成立させるための根源的社会活動である。一方その

負担も非常に大きい。 

本研究では、人間の交渉や合意形成を支援するためのマルチエージェントの自動交渉の理論／

方法論／システムを構築する新分野を開拓している。 

本研究により、既存の理論では定量化が難しく分析できなかった、（１）人間の価値観の依存

性や（２）非線形で複雑な効用空間の計算モデルを新規に提案している。（１）では、従来極め

て抽象度の高いモデルが提唱されていたが、本研究では計算機プログラムで実際に計算可能な具

体的モデルの構築に世界で初めて成功した。（２）では、既存の効用モデルは、各属性に独立性

を仮定していたが、本研究では実世界の感覚と同じように各属性の独立性を仮定しないモデルと

効率的な分散計算アルゴリズムを提案し新たな研究分野を開拓した。さらに国際的に自動交渉技

術を比較検討するための国際自動交渉エージェント競技会を立ち上げ、スマートな新しい社会シ

ステムの構築にも応用している。 

本成果は、国際的な自動交渉エージェント研究開発、大規模合意形成支援システム、高齢化社

会、スマート社会システムの実現に寄与することが期待される。 
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